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　市内で５歳くらいまでの

お子さんの写真を募集して

います。写真に、お子さんの

名前と生年月日、両親の住所・

氏名、お子さんへの簡単な

メッセージを添えて、総務課

広報広聴担当まで。希望があ

れば写真撮影もしています。
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※平成２１年７月末日現在の外国人の方を

含めた表示。（  　）内は前月比。

人のうごき

人　口 ４０，００２人（－  ２３） 

男　性 １８，７１７人（－  １５）

女　性 ２１，２８５人（－  ８）

世　帯 １５，４８７世帯（＋  ７）

出　生 １８人（－  １）

死　亡 ３４人（＋  ６）

◉問い合わせ

伊 予 市 役 所 ☎９８２－１１１１（代）　　中山地域事務所 ☎９６７－１１１１（代）　　双海地域事務所 ☎９８６－１１１１（代）

ホームページ　http://www.city.iyo.lg.jp　　メールアドレス　iyo-daihyo@city.iyo.ehime.jp

♥中田 鈴
り ん

 ちゃん（左）
平成１５年８月２日生まれ（６歳）

　　　♠空
そ ら

 くん（右）
平成１７年１０月４日生まれ（３歳）

《父》大さん《母》さゆりさん（宮下）
ずーっと仲良く元気でいてね。

２人の笑顔が大好きだよ。

　８月５日、しおさい公

園で『ふれあいホッケー

教室』が行われ、参加し

た市内の小学生３６人は、

スティックの使い方やパ

ス、シュートなどの指導

を受けました。

※伊予市は、２０１７年開催の

えひめ国体で、ホッケー競

技の会場になっています。
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内
子
町
出
身
で
、
元
東
宝
㈱
常
務

取
締
役
の
大
橋
雄
吉
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

数
々
の
映
画
作
品
を
手
掛
け
た
経

験
を
、
懐
か
し
い
映
像
と
と
も
に
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場
は
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
９
日
㈬
、
１４
時
～（
開

場
１３
時
３０
分
）

■
場
所　

伊
予
市
市
民
会
館

い
き
い
き
講
演
会
の
ご
案
内

　

消
費
者
の
不
安
を
あ
お
っ
て
、
高
額
な

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
契
約
さ
せ
た
り
、
高

額
な
商
品
を
売
り
つ
け
た
り
す
る
悪
徳
商

法
や
、
電
話
や
ハ
ガ
キ
で
金
銭
の
振
り
込

み
を
要
求
す
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど
高

齢
者
を
狙
っ
た
犯
罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
一
人
暮
ら
し
で
周
囲
に
相
談
相

手
が
い
な
い
人
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
力

が
十
分
で
な
い
人
が
被
害
に
あ
う
ケ
ー
ス

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
判
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能
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が
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な
い
方
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尊
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守
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預
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の
処
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ど

の
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管
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○
日
常
生
活
上
必
要
な
契
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な
ど
の
法
律

行
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○
介
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・
福
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医
療
施
設
へ
の
入
退
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の
契
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費
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支
払
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※
食
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介
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将
来
、
判
断
能
力
が
低
下
し
た
場
合
に

備
え
て
、「
誰
に（
受
任
者
）」、「
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
も
ら
う
か
」
を
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
お
く
制
度
。

《
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判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
て
か
ら
、

家
庭
裁
判
所
へ
申
し
立
て
を
行
う
こ
と

で
、
援
助
者
と
し
て
成
年
後
見
人
等（
成

年
後
見
人
・
保
佐
人
・
補
助
人
）を
選
任
す

る
制
度
。
本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
に

よ
っ
て
「
補
助
制
度
」「
保
佐
制
度
」「
後
見

制
度
」
の
３
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
家

庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
行
い
、
審
判
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
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申
し
立
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で
き
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の
は
、
本
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、
配
偶
者
、
四
親
等

内
の
親
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任
意
後
見
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受
任
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で
す
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１８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度

障害福祉計画

障害者計画
（障害者基本計画）

第２期

伊予市障害福祉計画
　　　   を策定しました

　障害者自立支援法の施行を受け策定された「伊予市障害福祉計画（第１期計画）」の後、福祉施設の新体系

への移行が進んでいないことや、障害者の地域生活への移行及び一般就労への移行が進んでいないことな

どがみられ、また障害者への虐待防止に対する取り組みなどが一層求められてきています。

　こうした課題等に対応し、障害福祉サービスの充実を図るため、「伊予市第２期障害福祉計画」を策定し

ました。

第２期計画第１期計画

新市第１期計画

　関係者の幅広い意見を反映するため、障害者団体の代表、学識経験者、事業者の代表等により構成され

る「地域自立支援協議会」において、内容を検討しました。

　また、障害者や介護者に対するアンケート調査を実施し、パブリックコメントも実施しました。

　「このまちで支え合い ともに生きる 自分らしい暮らし」と掲げ、障害者が地域の一員として、一人ひとり

が自分らしく生きることができるまちづくりを目指します。この基本理念により、すべての人が“自分らし

い生き方”を実現し、地域の中の暮らしを通して、“互いに支え合いながら思いやりのある”まちづくりを進

めていきます。

　３つの視点を大切にしながら、市民一人ひとりの

「心とこころ」をつなげて、障害者の自立と社会参加

の実現を目指します。

思いやりを

育み合う

まち

支え合い

安心して

暮らせる

まち

居心地よく

輝ける

まち

障害者の自立

と社会参加

計画の期間

計画の策定方法

基本理念

基本視点

第３期計画
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自 助
自分ができることを実現

していきます。

障害者の自立と社会参加

○福祉施設の入所者の地域生活への移行

○入院中の精神障害者の地域生活への移行

○福祉施設から一般就労への移行

○障害福祉サービスの必要見込量確保のための支援策

（訪問系サービス、日中活動系サービス、居住系サービス）

○地域活動生活支援事業の必要見込量確保のための支援策

　地域のすべての人が、個々の役割と責任のもと、それぞれの力を発揮し、結びつくことで、「だ

れもが自分らしく暮らせ、お互いが支え合う、思いやりのあるまち」を創りあげていきます。

伊予市市民福祉部福祉課（☎９８２－１１１１、内線５５６）

※詳細はお問い合わせください。概要版を用意しています。

伊予市シルバー人材センターからのお知らせ
■こんな仕事を引き受けます

　豊かな知識・経験・技能を持った会員が、

○屋内外の一般作業（除草、清掃、エアコンクリーニング）

○サービス分野（家事援助）

○技術分野（せん定、簡単な大工作業、網戸・障子の張り替え）

○事務分野（毛筆筆耕、受付事務）

○管理分野（駐車場・マンションの管理）

○農作業の手伝い　　など、さまざまな分野の仕事を引き受けます。

■まずはお電話ください

　仕事の依頼は、お電話でお気軽にご相談ください。その際に、①氏名 ②住所 ③連絡先 ④仕事

内容 ⑤希望日時・期間 ⑥就業場所 ⑦必要人員を明確にお伝えください。

■会員を募集しています

　６０歳以上で、伊予市在住の健康で働く意欲のある方ならどなたでも入会できます。

■問い合わせ　（社）伊予市シルバー人材センター（☎９４６－７３７７）

行動指針

平成２３年度の目標

問い合わせ

共 助
お互いに理解し、支え合

い、協働していきます。

公 助
必要な施策を総合的に実

施していきます。

(�) 広報いよし



川や海を守り、快適な生活を送るために

　清潔で快適な生活を送るため、また公共用水域の水質保全を図るため、生活排水の処理には、下水道は

なくてはならない施設です。そのため、日ごろから気を付けて、正しく使いましょう。

川や海を汚さないために、家庭で身近にできること

・流し台には三角コーナーを置いて、料理くずや残りかすを流さない。

・汚れのひどい物や油類は、紙などでよく拭き取ってから洗う。

・お風呂の残り湯は、水を大切にするためにも、洗濯などに再利用する。

・洗濯などに使用する洗剤は、正しく量ってから使用する。

　下水道が整備されたからといって、何でも流して良いというわけではありません。下水道施設は、長い

年月とたくさんの費用をかけて建設した公共の財産です。下水道に汚水を流すときには、一人ひとりが十

分に注意して使用しないと、故障や事故の原因となり、設備の寿命を縮めます。皆さんの気配りが処理施

設の維持や下水管の機能の保持につながります。

下水道　地球を守る　リサイクル

　水洗トイレにはトイ

レットペーパー以外流

さないでください。水

に溶けない紙おむつ、

たばこ、ガムなどを流

すと、詰まりの原因に

なります。

　油類は直接流さない

でください。下水管で

石けんと化合して固ま

り、詰まりの原因となっ

て、処理場の機能を低

下させます。

　台所では、野菜くず

やご飯を流さないでく

ださい。詰まりの原因

となります。また、ディ

スポーザー（食品くず処

理器）で細かくしても詰

まるので、使用しない

でください。

　下水道に有害物を流

さないでください。ガ

ソリン、シンナー、石油、

アルコール類など揮発

性の高い危険物を流す

と、大爆発を起こす原因

となります。またごみや

土砂などは詰まりの原

因となります。

正しく使いましょう。みんなの下水道！

９月１０日は下水道の日

広報いよし (�)



　生活排水等の汚水を処理するために、伊予処理区では伊予市下水浄化センターが、中山処理区では、中

山町浄化センターが供用されています。

　平成２０年度末の整備状況は、伊予処理区で整備済み面積が２９６．９ｈａ、整備済み管路延長は７４２，０００ｍとなっ

ています。また中山処理区では、整備済み面積が５５．０ｈａ、整備済み管路延長は、１０，９００ｍとなっています。

　公共下水道の処理区以外に、農業集落排水整備事業と浄化槽設置整備事業により、市内全域の下水道整

備に取り組んでいます。農業集落排水整備事業については、大平処理区、佐礼谷処理区、犬寄処理区、源氏

処理区が供用されています。

　下水道供用開始区域の皆さんが、家庭の排水設備工事をすることで、下水道に汚水が流れ、街がきれい

になり、川や海の環境保全に役立ちます。一日も早い接続で、住みよい街づくりを目指しましょう。

　今後も、より多くの皆さんに下水道施設を利用してもらえるよう整備を進めていきますので、ご理解と

ご協力をお願いします。

①使用料や受益者負担金に関すること　下水道課（内線５７６・５９９）

②工事に関すること　　　　　　　　　下水道課（内線５８５・５８６）

③施設や排水に関すること　　　　　　下水浄化センター（☎９８３－５９９８）

下水道に関する問い合わせ

公共下水道以外の処理施設

伊予市の下水道

犬寄地区農業集落
排水処理施設

源氏簡易排水処理施設

供用開始 平成１０年７月 平成６年４月

計画処理能力 ２７㎥／日 １４㎥／日

水洗化人口 ６２人 ３８人

施設規模 １００人槽 ５５人槽

処理方法 沈殿分離接触ばっ気方式

（平成２０年度実績）

　

宝
く
じ
助
成

事
業
は
、
財
団

法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
宮
下
地
区
に
太
鼓
１

台
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
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宝
く
じ
助
成
事
業

宮
下
地
区
に「
太
鼓
１
台
」が

　
　
　
　

       

整
備
さ
れ
ま
し
た

太鼓　　1台

太鼓台　1台

担ぎ棒　１本

バチ　　２組

▲犬寄地区農業集落排水処理施設



　７～８月に行った「食」に関するアンケートへの

ご協力ありがとうございました。市民の皆さんか

ら６００件を超える回答をいただき、これからの運

営を考える上で貴重な資料とすることができまし

た。今後も皆さんの参加をお待ちしています。

発見！必見！きてみん県

～市町ＰＲイベント第２弾　伊予市編～

　伊豫國「あじの郷」づくり実行委員会では、

家族みんなで楽しめるあじの郷ブースを出展

します。ぜひご来場ください。

■日時　１０月４日（日）１０：３０～１５：３０

■場所　えひめこどもの城

■内容　伊予市特産品等販売、体験プログラ

ム（木工体験、花の寄せ植え体験）

※郡中保育所楽鼓隊、両谷獅子舞保存会、村中万

歳保存会、こども銭太鼓もやってきます。

あじプロねっと

　伊豫國「あじの郷」キャラクターの名前と

グループ名を募集します。左からたい・びわ・

みかん・栗・ハモをモチーフにしており、た

いとびわは女性の設定です。キャラクターに

ぴったりのすてきな名前とグループ名をつけ

てください。応募様式は問いません。

木のおもちゃをとおして子どもと触れ合う

「キウイ」

木遊舎 槙野 賢児 さん

木遊舎（中山町中山、クラフトの里内）

営業時間　１０：００～１８：００（第３月曜日定休）

☎９６８－０３６３

今月のプチ食育

イベント

キャラクターの名前・グループ名
　　　　　　　　  を募集します！

今月のあじな達人

伊豫國「あじの郷」づくり⑥

　木遊舎は、愛媛県産の木材にこだわった『木

のおもちゃ』を全国に向けて発信しています。

丹精込めて作られたおもちゃからは、木特有の

温もりとクオリティーの高さが感じられます。

　とかく忙しいといわれる現代社会。木の成長

と同じ速さで、お子さんをゆっくり育ててみま

せんか。

　木遊舎では、「愛

媛の木」で作った

おもちゃのブラ

ンド名を募集し

ています。詳し

く は http://www.

mokuyusya.comへ。

■募集期間　９月１日（火）～１０月１日（木）

■応募先　伊豫國「あじの郷」づくり実行委員

会（☎９８２－１１１１、内線６６８、policy@city.iyo.lg.jp）

　キウイは、ビタミンＣやカリウム、タンパ

ク質分解酵素のアクチニジンなどが含まれる

おいしい果物です。

　名前の由来は「ニュージーランドにいる鳥

“Ｋ
キ ウ イ

ｉｗｉ”に似ているからだ」と言われています。

　９月１日は「キウイの

日」。冬が近づくと、少

しずつ売り場で見かけ

ます。今からとても待

ち遠しいですね。

　伊予市が県内１位のハモの水揚げを誇ると

知り、旬のハモを食べてきました。高級料亭

でおなじみのハモを伊予市で食べられるとは

…。漁師さんが調理するハモの天ぷら

は最高でした！皆さんもぜひ、５日の

「下灘ぴちぴち鱧まつり」で味わ

ってください。

「あじ郷」委員のつぶやき

広報いよし (�)



　

中
山
地
区
で
は
、
浄
化
槽
を
新
設
し

た
い
と
き
に
希
望
が
あ
れ
ば
、
市
が
浄

化
槽
を
設
置
し
、
維
持
管
理
を
行
う
「
浄

化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業（
市
町
村
設

置
型
）」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
こ
で
い
う
浄
化
槽
と
は
、
生
活
排
水
と
し
尿

を
あ
わ
せ
て
処
理
で
き
る「
合
併
処
理
浄
化
槽
」

の
こ
と
で
、
し
尿
の
み
を
処
理
す
る
単
独
浄
化

槽
は
、
現
在
新
設
で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
地
域

　

中
山
地
区
で
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
、
農
業
集
落
排
水
計
画
区
域
以
外
に

浄
化
槽
を
新
設
す
る
方（
単
独
浄
化
槽
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
も
対
象

と
な
り
ま
す
。）

■
個
人
が
負
担
す
る
経
費

○
ト
イ
レ
の
改
造
費
や
水
道
工
事
費

○
ト
イ
レ
・
台
所
・
風
呂
場
等
か
ら
浄
化

槽
ま
で
の
宅
内
排
水
管
工
事
費

○
浄
化
槽
か
ら
放
流
先
ま
で
の
放
流
管

工
事
費

人槽区分 分担金の額

５～１０人槽 １３０，０００円

１１～１５人槽 ２００，０００円

１６～５０人槽
補助基準事

業費の１０％

※浄化槽の設置に要する経費が

補助基準事業費（国が定める

補助対象事業費）を超えると

きは、その額を負担していた

だきます。

■
分
担
金

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な

工
事
費
の
一
部
を
分
担
金
と
し
て
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
使
用
料

　

使
用
料
は
、
２
か
月
分
を
奇
数
月
に
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
専
用
住
宅
は
、
毎
年
４
月
１
日
を
基
準

日
と
し
、
基
準
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
し
て
い
る
人
員
と
し
ま
す
。（
中

途
加
入
の
場
合
は
、
加
入
時
の
世
帯
員
）

②
店
舗
・
事
務
所
等
に
あ
っ
て
は
、
設
置

さ
れ
た
浄
化
槽
の
処
理
対
象
人
員
を
世

帯
人
員
と
し
ま
す
。

○使用料（１か月）　　　　　　（消費税は別）

世帯人員 使用料

１人世帯 １，６２０円
２人世帯 ２，３９０円
３人世帯 ３，３４０円
４人世帯 ３，８１０円
５人世帯 ４，２９０円
６人世帯 ４，７７０円

７人以上の世帯

４，７７０円に６人を超える

世帯人員１人につき４７５

円を加算した額

浄
化
槽
に
関
す
る

実
態
調
査
に
ご
協
力
を
！

　

愛
媛
県
は
、
県
内
の
浄
化
槽
の
設

置
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め
、
㈳
愛

媛
県
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー
に
委

託
し
、
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員

が
各
戸
を
訪
問
し
、
調
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
こ
の
調
査
に
関
し
て
、
調
査
員
が
料
金

等
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
調
査
内
容　

浄
化
槽
の
有
無
、
保

守
点
検
、
清
掃
の
実
施
状
況

■
調
査
期
間　

１１
月
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

㈳
愛
媛
県
浄
化
槽
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
９
２
５
ー
２
６
６
１

　調査員は、この調査員証を携
行しています。

■「
融
資
あ
っ
せ
ん
」と「
利
子
補
給
制
度
」

　

市
で
は
、
金
融
機
関
と
協
定
し
、
無
利

子
で
借
り
ら
れ
る
水
洗
便
所
改
造
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

中
山
地
区
の
下
水
道
施
設
（
農
業
集
落
排
水
を
含
む
）
計
画
区
域
以
外
に

お
住
ま
い
の
方
が
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
は
、

「
浄
化
槽
の
設
置
」「
維
持
管
理
」
を

市
が
行
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対象工事費
既設トイレの改造及び

排水設備工事

借入限度額１０～５０万円（１万円単位）

返 済 方 法
毎月１万円以上（千円単

位）の均等償還

要　　  件

①返済能力があること

②市税及び浄化槽分担

金を完納していること

③連帯保証人１人を有

すること

■
問
い
合
わ
せ　

伊
予
市
下
水
道
課

☎
９
８
２
ー
１
１
１
１（
内
線
５
９
９
）
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しせい
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市
民
生
活
課
（
内
線
５
６
９
）

防
災
安
全
課
（
内
線
５
６
４
）

６５
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
す
る
方
に

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
無
料
で
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

す
る
６５
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
写
真

付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
無
料

で
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
公

的
機
関
等
で
身
分
証
明
書
と
し
て
使
用
で

き
ま
す
。

■
対
象
者　

　

伊
予
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
６５
歳

以
上
の
方

■
住
基
カ
ー
ド
交
付
ま
で
の
流
れ

①
市
民
生
活
課
、
又
は
中
山
・
双
海
地

域
事
務
所
総
合
窓
口
課
で
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を

行
い
ま
す
。

※
運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
顔
写
真（
縦
４５
㎜
×

横
３５
㎜
、
正
面
無
帽
、
無
背
景
、
６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
も
の
）が
必
要
で
す
。

②
伊
予
警
察
署
に
運
転
免
許
証
を
返

納
し
ま
す
。

③
運
転
免
許
証
と
引
き
換
え
に
発
行

さ
れ
る「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
証

の
取
消
通
知
書
」を
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
た
窓
口

に
提
出
し
ま
す
。

④
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

が
無
料
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
注
意
す
る
こ
と

○
①
の
交
付
申
請
の
際
に
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
す
る
こ
と
を
必
ず

職
員
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

○
①
の
交
付
申
請
は
、
９
時
～
１６
時
３０

分
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
①
～
④
の
手
続
き
は
、
同
じ
日
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
無
料
交
付
は
、
１
人
１
回
限
り
で

す
。

○
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
際
、
４
け
た
の

暗
証
番
号
を
設
定
す
る
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
考
え
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

○
本
人
以
外
の
方
が
申
請
を
行
う
場

合
は
、
交
付
ま
で
の
流
れ
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
市
民
生
活
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

傍聴してみませんか！

９月市議会定例会の日程

月 日 内　　　　　容

９

７㈪ 本会議 議案上程、提案理由の説明

９㈬ 〃 議案質疑、委員会付託

１４㈪ 〃 一般質問

１５㈫ 〃 　 〃

１６㈬ 委員会 各常任委員会（民生文教委員会）

１７㈭ 〃 　　〃　　　（産業建設委員会）

１８㈮ 〃 　　〃　　　（総務委員会）

２５㈮ 本会議
①各常任委員長報告（質疑・討論・表決）
②その他                     （閉 会）

■問い合わせ　議会事務局（内線６０６・６０７）

９月議会

本会議は原則として公開されていますので、

どなたでも傍聴できます。

定額給付金申請期限が迫っています

【１０月６日（火）まで】

　定額給付金の申請期限を過ぎると給付金を

受け取ることができません。まだ申請をして

いない方は、お早めに申請をしてください。

　なお、定額給付金の申請書がまだ届いてい

ない、又は、紛失してしまった方は、早急に

ご連絡ください。

■申請期限　１０月６日（火）※当日消印有効

■受付窓口　市役所２階総務課

　　　　　　各地域事務所総合窓口課

■受付時間　８：３０～１７：１５

（土・日曜日、祝日を除く）

■問い合わせ　

　総務課定額給付金担当

　【直通】☎９８２－１２８９、又は（内線５０８）



＝９月の市税納期＝

■問い合わせ　税務課収納担当（内線５４８・５４９）

納  期  限 口座引落日

国　保　税
（第３期）

９月３０日（水） ９月２８日（月）

今月の市税の納期は次のとおりです。

納期限までに必ず納めましょう。

伊予市役所☎９８２－１１１１（代）中山地域事務所☎９６７－１１１１（代） 双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）

広報いよし(11)

福
祉
課
（
内
線
５
３
８
）

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
の

訪
問
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

■
事
業
の
内
容

　

生
後
４
か
月
を
迎
え
る
ま
で
の
、
す

べ
て
の
乳
児
の
い
る
家
庭
を
訪
問
し
、

子
育
て
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ

の
居
宅
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安

や
悩
み
を
聞
き
、
子
育
て
支
援
に
関
す

る
必
要
な
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

※
伊
予
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

新
生
児
訪
問
事
業
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

実
施
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
人

■
応
募
資
格　

保
健
師
、
看
護
師
の
資

格
を
有
す
る
方

■
支
給
額　

日
給
８
，１
２
０
円

■
勤
務
日　

お
お
む
ね
週
２
日

※
訪
問
件
数
や
訪
問
先
の
希
望
等
に
応
じ

て
、
毎
月
出
勤
日
を
決
定
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

９
月
２５
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み　

履
歴
書
と
資
格
証
を
福

祉
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
採
用　

面
接
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

認
定
長
期
優
良
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

税
務
課
（
内
線
５
３
２
）

　

平
成
２０
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
新

築
住
宅
の
う
ち「
長
期
優
良
住
宅
の
普

及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

認
定
さ
れ
た
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
減
額
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
対
象
と
な
る
家
屋

①
平
成
２１
年
６
月
４
日
～
平
成
２２
年

３
月
３１
日
に
新
築
し
た
住
宅

②「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
耐
久
性
・

安
全
性
等
の
住
宅
性
能
が
一
定
基
準

を
満
た
す
も
の
と
し
て
、
行
政
庁
の
認

定
を
受
け
て
新
築
さ
れ
た
住
宅

③
居
住
割
合
が
２
分
１
以
上
の
住
宅

■
減
額
を
受
け
る
た
め
の
要
件

①
専
用
住
宅
の
場
合
は
、
床
面
積
が
５０

～
２８０
㎡
の
も
の（
一
戸
建
て
以
外
の
賃

貸
住
宅
の
場
合
は
、
床
面
積
が
４０
～

２８０

㎡
の
も
の
）

②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
居
住
用
の
床

面
積
が
５０
～

２８０
㎡
の
も
の

③
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が
、
当

該
家
屋
を
新
築
し
た
年
の
翌
年
の
１

月
３１
日
ま
で
に
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
。

④
③
の
申
告
書
に
認
定
を
受
け
て
新

築
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類（
認

定
通
知
書
）を
添
付
す
る
こ
と
。

■
減
額
さ
れ
る
額

　

対
象
住
宅
の
固
定
資
産
税
額
の
２

分
１（
居
住
面
積

１２０
㎡
に
相
当
す
る
額

ま
で
）

■
減
額
さ
れ
る
期
間

①
一
般
の
住
宅
…
新
築
後
５
年
間

②
３
階
建
て
以
上
の
準
耐
火
構
造
及

び
耐
火
構
造
住
宅
…
新
築
後
７
年
間

※
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置
の
適
用
を
申
告
す
る
際
に
必

要
と
な
る「
認
定
通
知
書
」
は
、
新
築
工
事

着
工
前
に
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の

認
定
申
請
を
行
い
、
計
画
の
内
容
が
一
定

の
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
も
の
と

し
て
発
行
さ
れ
る
書
類
で
す
。

　
　

な
お
、
認
定
は
愛
媛
県
が
行
い
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
中
予
地
方
局
建
設
部
建

築
指
導
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

金婚記念祝賀式について

　伊予市では、これまで結婚５０周年を迎えら

れたご夫婦の方を対象に、「金婚記念祝賀式」を

開催して参りましたが、年々、参加者が減少す

る中で、皆さんのご意見を参考に事業継続につ

いて検討した結果、今年度から廃止することと

なりましたのでお知らせいたします。

■問い合わせ　長寿介護課（内線５４４）
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しせい
  ニュース

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長
寿
医
療
制
度
）
の

保
険
料
の
支
払
方
法
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
２
４
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い

て
、
年
金
か
ら
の
支
払
い
か
ら
、
口
座

振
替
で
の
支
払
い
に
変
更
を
希
望
す

る
方
は
、
健
康
保
険
課
窓
口
・
各
地

域
事
務
所
総
合
窓
口
課
で
申
し
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
は
、
世
帯
と

し
て
所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
負
担
が
少

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
既
に
申
請
し
て
い
る
方
、
ま
た
、
年
金
か

ら
の
支
払
い
を
希
望
す
る
方
は
、
手
続
き

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
届
出
に
必
要
な
書
類

○
振
替
口
座
の
預
金
通
帳

○
通
帳
の
届
け
印

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

は
り
・
き
ゅ
う
施
術
の
助
成
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
５
）

　

市
で
は
、
伊
予
市
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
を
対
象
に
、
は
り
・
き
ゅ
う
施

術
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
施
術
所

　

藤
岡
治
療
院
、
福
岡
治
療
院
、
久
保

治
療
院
、
松
本
総
合
治
療
院
、
吉
田
針

灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
院
、
利
岡
鍼
灸

治
療
院
、
と
り
の
木
鍼
灸
院
、
ま
こ
と

治
療
院
、
㈲
ユ
ニ
ッ
ト
・
ワ
ン
鍼
灸
治

療
院
、
な
だ
ま
ち
鍼
灸
接
骨
院

■
施
術
所
に
持
っ
て
い
く
も
の

　

被
保
険
者
証
、
印
鑑

■
助
成
割
合
な
ど

　

施
術
料（
１
術
１
，１
９
０
円
、
２
術

１
，４
９
０
円
）の
７
割
を
助
成
し
ま
す
。

残
り
の
３
割
分
は
施
術
所
で
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
を
超
え
る
施
術
を
受
け
た
場
合
の
超

過
分
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
、
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
の
み

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
の
限
度

　

１
人
に
つ
き
、
１
日
１
回
、
１
か
月

に
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
１５

回
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
は

１０
回
が
助
成
の
限
度
で
す
。

「
い
よ
し
健
康
＆
福
祉
ま
つ
り
」

「
第
５
回
伊
予
市
社
会
福
祉
大
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
５
）

■
日
程　

１０
月
１８
日
㈰

■
場
所　

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予

■
主
な
内
容

○
式
典
・
記
念
講
演（

１３
時
～
、
銀
河
の
間
）

・
演
題　

「
身
近
な
生
活
笑
百
科
」

・
講
師　

三
瀬  

顕 

さ
ん

・
講
師
の
紹
介

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
生
活
笑
百
科
」
で
お
な
じ

み
の
弁
護
士

※
記
念
講
演
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
伊
予
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎

９
８
２
ー
０
３
９
３
）。

○
そ
の
他（
１０
時
３０
分
～
、
い
こ
い
の

広
場
・
ウ
ェ
ル
ホ
ー
ル
）

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
や
健
康
に
関
す
る
相
談
、

各
種
検
診
、
特
産
品
販
売
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

勤
労
者
教
育
融
資
の
「
特
別
金
利
」
を
実
施
！

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
３
）

　

勤
労
者
教
育
融
資
制
度
は
、
勤
労
者

や
そ
の
家
族
の
教
育（
高
等
学
校
卒
業

後
就
学
年
限
２
年
以
上
）に
必
要
な
資

金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
通
常
金
利
よ
り
も
金
利

を
引
き
下
げ
た「
特
別
金
利
」
を
実
施

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
特
別
取
扱
期
間　

９
月
１
日
～
平

成
２２
年
３
月
３１
日（
上
記
期
間
内
で
融

資
申
し
込
み
を
完
了
し
た
も
の
）

■
対
象
者

○
市
内
に
居
住
又
は
居
住
し
よ
う
と

す
る
２０
～
５９
歳
の
勤
労
者
で
、
同
一
事

業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

○
市
税
を
完
納
し
、
前
年
の
給
与
所
得

が
１５０
万
円
以
上
１
千
万
円
未
満
の
方

■
融
資
金
額　

１
世
帯

３００
万
円
以
内

■
返
済
方
法　

１５
年
以
内（
据
置
期
間

４
年
を
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ　

四
国
労
働
金
庫
愛

媛
支
店（
☎
９
４
８
ー
１
１
２
１
）又

は
、
産
業
経
済
課
。
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紛失・盗難！  名義貸し！  多重債務！

　クレジットカードは、気軽に扱え、生活に欠

かせないものですが、「借金をすることと同じ」

ということを忘れてはいけません。

①自分の返済能力を考え、使いすぎには注意！

②内容を確かめる。

・事前に内容やサービスを必ず確認。

・インターネット取引は、セキュリティを確認。

③カード・名義を人に貸さない。

・貸したカードや名義貸しによるトラブルで困

るのはあなたです。

④カードの管理に注意！

○紛失や盗難にあったら、すぐにカード会社・

警察に連絡を！○一般的にカードは、クレジッ

ト会社から貸与されたもので、カード会員には、

カードの管理義務があります。○リスクを少な

くするためにも、余分なカードは持たない！

消費者相談窓口　☎９８２－１１１１（内線５７３）

ホップホップ ステップステップ消費者消費者力力
９月２１日（月）～３０日（水）

秋の交通法令講習会のご案内
　交通事故防止のため、運転免許を持っている方

はぜひ受講しましょう！

■日時　下記のとおり。１９時３０分～

月 日 場　　所 対象地区

９

１６㈬ 下灘コミュニティセンター 下灘支部

１７㈭ 南山崎小学校体育館 大平支部

１８㈮ ふたみ基幹集落センター 上灘支部

２４㈭ なかやま農業総合センター 中山支部

２８㈪ 北山崎小学校体育館 中村支部

２９㈫ ＪＡえひめ南伊予支所 上野支部

３０㈬ 伊予市市民会館 郡中支部

１０ ６㈫ 伊予警察署２階会議室 全 地 区

■問い合わせ
　伊予交通安全協会（☎９８２－０１１０）

２０１０年（平成２２年）版

えひめ県民手帳
予約のご案内

■価　　　格　１冊５００円（税込）

■発 行 予 定　１１月上旬

■申込締切日　９月３０日（水）

■申 し 込 み　お住まいの地区の

広報委員又は下記の窓口に申し込

んでください。

■窓口

　○本庁地区

　　　企画財務課（内線５８８）

　○中山地区
　　　中山地域事務所地域振興課

☎９６７ー１１１１

　○双海地区
　　　双海地域事務所地域振興課

☎９８６－１１１１

「
出
産
育
児
一
時
金
」
が
変
わ
り
ま
す

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
５
）

　

緊
急
の
少
子
化
対
策（
平
成
２１
年
１０

月
１
日
～
平
成
２３
年
３
月
３１
日
の
出

産
に
係
る
暫
定
措
置
）と
し
て
次
の
２

点
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
支
給
額
が
４
万
円
ア
ッ
プ

　

現
在
、
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き

に
支
給
さ
れ
る
出
産
育
児
一
時
金
の

額
が
、
原
則
４２
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。

※
産
科
医
療
補
償
制
度
未
加
入
の
医
療
機
関

等
で
出
産
し
た
場
合
は
、
３９
万
円
と
な
り

ま
す
。

②
医
療
機
関
等
へ
の

直
接
支
払
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

出
産
費
用
に
出
産
育
児
一
時
金
を

直
接
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

療
機
関
へ
の
直
接
支
払
制
度
が
始
ま

り
ま
す
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
受
領
委
任
払

制
度
と
異
な
り
、
事
前
の
申
請
が
必
要

な
く
な
り
ま
す
。
今
ま
で
ど
お
り
窓

口
で
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。（
そ

の
場
合
、
出
産
費
用
は
被
保
険
者
が
直

接
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。）

※
出
産
費
用
が
４２
万
円
を
超
え
た
場
合
は
、

超
え
た
額
の
支
払
い
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

４２
万
円
未
満
の
場
合
は
、
差
額
を
被
保
険

者
に
支
払
い
ま
す
。
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しせい
  ニュース

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（７月末日現在）

７月 累計 前年比

侵 入 盗 ３件 ４４件 －３７件

自 動 車 盗 ０件 ４件 ±０ 件

オートバイ盗 １件 １０件 －１２件

自 転 車 盗 ６件 ２９件 －２４件

車 上 ねらい ３件 ２４件 －１６件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（７月末日現在）

７月 累計 前年比

発　生 １７件 １２０件 ＋３４件

死　者 ０人 １人 － ３ 人

傷　者 ２２人 １５５人 ＋５３人

水 道 の 休 日 当 直 当 番 業 者

◆土・日曜日、祝日の上水道、簡易水道、条例水道の緊急業

務（簡易な修理は除く。）は、次の当直水道指定工事事業

者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

９

５㈯ ㈲田中興業 中　山 ９６７－０５５８

６㈰ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

１２㈯ 佐伯工業所 灘　町 ９８３－１２４４

１３㈰ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

１９㈯ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

２０㈰ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３ー４１８５

２１㈪ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８

２２㈫ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

２３㈬ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

２６㈯ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０

２７㈰ ㈲二宮水道工業 下吾川 ９８３－２８１９

１０
３㈯ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

４㈰ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

※業者への依頼は、８：００～１７：００の時間帯にお願いします。

※水道メーターから宅地側の修理は、個人負担となります。

健
康
保
険
課
（
内
線
５
４
７
）

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

結
婚
や
退
職
な
ど
の
節
目
に
は
、
届
出
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
職
業
な
ど

に
応
じ
て
、
次
の
３
つ
の
種
別
に
区
分

さ
れ
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者
…
自
営
業
、
農
林

漁
業
、
学
生
、
無
職
等
の
方

○
第
２
号
被
保
険
者
…
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

な
ど
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方（
同
時
に
国
民
年
金
に
も

加
入
し
て
い
ま
す
。）

○
第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方

《
退
職
の
場
合
》

　

第
２
号
被
保
険
者
は
、
退
職
に
伴
い

種
別
が
変
わ
り
、
国
民
年
金
の
資
格
取

得
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
届
出
を
行
わ
ず
、
未
納
期
間
が
あ
る
と
、

障
害
年
金
の
申
請
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
退
職
後
、
自
営
業
や
無
職
に
な
っ
た

方
は
、「
第
１
号
被
保
険
者
」に
変
わ
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
配
偶
者
は
、
第
３

号
被
保
険
者
か
ら
、「
第
１
号
被
保
険

者
」に
変
わ
り
ま
す
。

②
退
職
後
、
第
２
号
被
保
険
者
の
配
偶

者
に
扶
養
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
方

は
、「
第
３
号
被
保
険
者
」に
変
わ
り
ま

す
。

※
第
２
・
３
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
方
の
手

続
き
は
、
事
業
所
が
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
は

民
間
に
委
託
し
て
い
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
滞
納
者
に
対
し
て
行
う「
電
話
や

文
書
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
業

務
」を
民
間
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

○
納
付
督
励
業
務
を
行
う
民
間
事
業
者

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回
収
株
式
会
社

※
民
間
事
業
者
が
戸
別
訪
問
す
る
際
に
は
、

社
会
保
険
庁
長
官
が
発
行
し
た
、
顔
写
真

入
り
の「
納
付
督
励
員
証
明
書
」を
提
示
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

☎
９
２
５
ー
５
１
０
５



広報いよし(15)

皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
救
急
の
日
」「
救
急
医
療
週
間
」

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

■伊予市管内の火災と救急出場件数（７月末日現在）

種別 ７月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 １

１

本庁 ６

１０中山 ０ 中山 ２

双海 ０ 双海 ２

救急出場

件 数

本庁 １０７

１５１

本庁 ７８６

１，０４０中山 １７ 中山 １１７

双海 ２７ 双海 １３７

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

子
ど
も
の
け
い
れ
ん

～
消
防
豆
知
識
～

９
月
９
日
は
、
救
急
の
日
。

９
月
６
～
１２
日
は
、
救
急
医
療
週
間

　

救
急
業
務
と
救
急
医
療
に
対
し
て
、

皆
さ
ん
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者

の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、
毎
年

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
を
含
む

１
週
間
を「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
応
急
手
当
を
覚
え
、
大

切
な
人
の
命
を
救
え
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

救
え
る
命
を
救
い
た
い
！

■
応
急
手
当
の
重
要
性

　

心
臓
停
止
や
呼
吸
停
止
と
い
っ
た

緊
急
事
態
の
場
合
、
応
急
手
当
を
し
な

い
と
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
蘇
生

す
る
確
率
が
低
く
な
り
ま
す
。
救
命

効
果
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
救
急
事
故

現
場
に
居
合
わ
せ
た
人（
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
）が
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と

が
何
よ
り
大
切
で
す
。

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

心
臓
停
止
の
多
く
は
、
心
室
細
動
と

い
う
重
症
の
不
整
脈
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
室

細
動
を
引
き
起
こ
し
た
人
を
救
う
た

め
に
は
、
一
刻
も
早
く
除
細
動
（
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）を
行
い
、
心
臓
の
動
き
を
元

に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

処
置
を
行
う
器
具
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
公
共
機
関
等
に
備
え
付

け
ら
れ
て
い
て
、
一
般
の
方
で
も
、
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
操
作
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱

の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
講
を
希

望
す
る
方
は
、
お
近
く
の
消
防
署
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

中
山
出
張
所
☎
９
６
７
ー
１
１
７
１

双
海
出
張
所
☎
９
８
６
ー
０
０
７
４

　

目
の
前
で
子
ど
も
が
け
い
れ
ん（
ひ

き
つ
け
）を
お
こ
す
と
、
慌
て
て
し
ま

い
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
、
熱
性
け
い

れ
ん
で
、
５
分
以
内
に
は
治
ま
り
ま
す
。

落
ち
つ
い
て
対
応
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
観
察

○
け
い
れ
ん
の
状
態（
け
い
れ
ん
の
部

位
、
つ
っ
ぱ
っ
て
い
る
か
、
ガ
ク
ガ
ク

し
て
い
る
か
）

○
け
い
れ
ん
の
持
続
時
間（
け
い
れ
ん

の
時
間
は
長
く
感
じ
ま
す
。
時
計
で

確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
）

■
応
急
手
当

○
呼
吸
が
楽
に
な
る
よ
う
衣
服
の
ボ

タ
ン
を
外
し
、
楽
な
姿
勢
を
と
ら
せ
、

安
静
に
寝
か
せ
る
。

○
周
囲
に
危
険
な
も
の
が
あ
れ
ば
遠

ざ
け
る
。

○
顔
を
横
に
向
け
、
嘔
吐
物
な
ど
が
の

ど
に
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

■
注
意
事
項

○
慌
て
て
体
を
押
さ
え
付
け
た
り
、
激

し
く
揺
す
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
で

き
る
だ
け
刺
激
を
与
え
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

○
け
い
れ
ん
で
舌
を
か
む
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
口
に
ス
プ
ー

ン
や
割
り
ば
し
、
タ
オ
ル
な
ど
を
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。口
の
中
を
傷
付
け
、

か
え
っ
て
危
険
で
す
。
ま
た
、
指
な
ど

を
無
理
に
入
れ
る
と
、
か
み
切
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

◎
緊
急（
救
急
車
を
要
請
す
る
か
、

す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
！
）

○
け
い
れ
ん
が
１０
分
以
上
持
続
す
る

○
短
い
時
間
に
け
い
れ
ん
を
繰
り
返
す

○
け
い
れ
ん
が
治
ま
っ
て
も
意
識
が

な
い



ほっとほっとアングル

広報いよし (16)

　７月１８日、伊予市民球場で『四国・九州アイラ

ンドリーグ 愛媛マンダリンパイレーツＶＳ香川

オリーブガイナーズ』の公式戦が行われました。

　試合前には、扶桑太鼓による演奏や副市長と

港南リトルのバッテリー（２組）による始球式が

行われました。また、伊予中野球部員が、ボラン

ティアスタッフとして参加し、球場にポスター

を貼ったり、ボールボーイをしたりと、炎天下の

中、汗びっしょりになって、運営に協力していま

した。

～四国・九州アイランドリーグ、伊予市民球場で試合～

愛媛ＭＰ ＶＳ  香川ＯＧ

　７月１８日、中山地域事務所周辺などで『なかや

ま夏まつり』が行われました。

　昼には、魚のつかみどりや各所に展示した造り

物のスタンプラリーが行われました。

　日が傾き、涼しくなると、なかやまサンバおど

りの音色が聞こえ始め、泉町と豊岡の２地点から、

多くのおどり連が、審査会場の中山中学校グラウ

ンドを目指して、元気良く踊っていました。

～なかやまサンバおどりで気分爽快～

なかやま夏まつり

　７月１９日、本庁地区全域で『クリーン伊予運動』

が実施され、海岸や公園などで一斉清掃が行われ

ました。

　五色浜では、米湊Ｂ地区の住民や団体が「清潔

でさわやかなまちづくり」を目指して海岸清掃を

行いました。今回の運動には、約６，０００人の市民が

参加し、約４２トンのごみが集められました。

～参加者約６，０００人で４２トンのごみを回収～

クリーン伊予運動

　７月１９日、五色姫海浜公園で『サマーフェス

ティバル』が行われ、夏を満喫する多くの家族連

れなどでにぎわいました。

　ビーチバレーフェスティバルには、県内外から

８３チームが参加。２人制のファーストクラスには、

日本を代表する女子トップ選手も参加し、ハイレ

ベルな戦いが繰り広げられました。

～伊予市をビーチバレーのまちに～

サマーフェスティバル



地域のイベントや楽しい出来事の情報をお待ちしています。（広報担当：内線６５０）

広報いよし(17)

　７月１９日、豊田漁港で『下灘みなと祭り』が行わ

れました。

　大漁旗を掲げた漁船パレード。漁協女性部に

よるジャンボ巻き寿司。漁協の方が、お祭りのた

めに出漁して獲った新鮮な魚の素人せり市。ま

た、下灘小学校児童による「下灘の海を守ろう大

作戦」、下灘太鼓の演奏など、地元の方が主役の

イベントとなっていました。

～ぴちぴち新鮮な魚介類の素人せり市～

下灘みなと祭り

　７月１９日、ふたみ潮風ふれあい公園みどりの

広場で『第３回 伊予市消防操法大会』が行われま

した。

　この操法訓練は、団結力の醸成、消防団員の更

なる技術の向上と士気の高揚を目的に開催され

るもので、参加した団員は、本番さながらの緊迫

感で大会に臨んでいました。

（大会結果）

○ポンプ車の部　　優勝　第１分団第３部

○小型ポンプの部　優勝　第１０分団第２部

～速く！そして確実に！～

伊予市消防操法大会

　７月２１日、国土交通大臣表彰伝達式が行われ、

新川海岸において多年にわたり清掃活動を行い、

海岸の環境美化に貢献した功績により「新川なぎ

さ会」が、国土交通大臣表彰を受賞しました。

　今回の受賞は、四国で唯一の受賞となっており、

表彰状を受け取った会長の乗松豊一さんは、「私

たちが昔から慣れ親しむ新川海岸をこれからも

清掃していきたい」とお礼のあいさつを述べまし

た。

～長年にわたり、新川海岸を清掃～

新川なぎさ会、大臣表彰を受賞

　７月２１日、全日本リトルリーグ野球西日本選手

権大会に出場する港南リトルの激励会が行われ

ました。

　キャプテンの谷田選手は、「これまでの練習の

成果を思う存分発揮したいと思います。また、伊

予市の名前を熊本に残してきたいと思います。」と

元気よく決意表明をしていました。

～目指せ未来のメジャーリーガー～

港南リトル、西日本大会出場



広報いよし (18)

　７月２１日、平成２１年度全国高等学校総合体育

大会に出場する伊予市出身の選手５人の激励会

が行われました。

○陸上競技

・４００ｍリレー　田村   誠 さん（灘町）

　　　　　　　稲田 耕治さん（灘町）

・やり投げ　　　豊田 聡一さん（下吾川）

○自転車競技　　宮﨑 太陽さん（灘町）

○剣道　　　　松本 絵里さん（双海町串）

～陸上競技３人、自転車競技１人、剣道１人～

インターハイ出場選手激励会

　７月２１日、第４４回全日本少年剣道錬成大会に

出場する少年剣士の激励会が行われました。

　市長室では、「くいの残らない試合をしたい（角

田選手・双海剣道会）」、「１勝でも多く勝ちたい（岩

崎選手・光武館）」、「緊張するけど、精一杯力を発

揮してがんばります（谷本選手・光武館）」など、試

合に向けての意気込みを話していました。

○小学生団体の部　光武館

○中学生団体の部　光武館、双海剣道会

～剣の道は、人間形成の道～

剣道全国大会出場激励会

　７月２８・２９日、灘町商店街周辺で『伊予市住吉

まつり』が行われました。

　２８日には、伊予おどり。２９日には、素人名人Ｓ

－１グランプリなどが開催され、リフティングや

目隠しでの銭太鼓、マジックなど、市民のきらり

と光る芸を披露していました。そしてお祭りを

締めくくる花火大会では、夜空に大輪の花を咲か

せました。

～今年の伊予おどり最優秀は、伊予高吹奏楽部連～

伊予市住吉まつり

　７月３１日、ふたみシーサイド公園で『カヌー教

室』が行われました。

　参加した市内５８人の小学生は、カヌー協会の

方の指導のもと、オールの使い方や、乗り方を教

わり、1 人ずつカヌーに乗り、海に漕ぎ出しまし

た。始めのうちは、同じところをグルグル回った

り、転覆しかかったりしましたが、すぐに上達し、

最後の競争では、巧みなオールさばきで、カヌー

を操っていました。

　

～打ち寄せる波間に色とりどりのカヌー～

カヌー教室



広報いよし(19)

　８月６日、平成２１年度第６回全国小学生学年別

柔道大会と第２９回全日本バレーボール小学生大

会に出場する選手の激励会が行われました。

　力強く意気込みを語る両選手に、市長からは

「伊予市の代表としてがんばってきてください」

と激励の言葉が送られました。

○柔道　　亀岡 瑞生さん（米湊・伊予柔道会）

○バレー　宮崎 佳那子さん（中山・椿ＪＶＣ）

～厳しい練習に耐え、大舞台へ～

柔道・バレー全国大会出場激励会

　７月２８～３０日、伊予市内数箇所で『未来にかけ

る夢１０００年プロジェクト - サマープログラム』が

行われました。

　未来のリーダーを育てることを目的に、Ｅ４・

いよプレス実行委員会が主催となって開催され

たこのプログラムは、市内外の高校生や中学生、

関係者などが参加し、食に関する基調講演や農・

漁業体験、事例発表・報告会など、自然や文化、社

会の多様性と共生の重要性、一次産業の現状と課

題などについて学びました。

～Ｅ４・いよプレス実行委員会主催～

未来にかける夢１０００年プロジェクト

～中学生３５チームの熱い戦い～

ビーチバレージュニア大会
　８月８日、五色姫海浜公園で『ＨＩＭＥカップ第４回

ビーチバレージュニア大会』が開催され、市内外の中学

生３５チームが参加しました。

　室内でのバレーボールとの違いに悪戦苦闘しながら

も、必死にボー

ルを追いかけ

る選手たちの

姿 に、観 客 か

らは大きな声

援が送られま

した。

～下吾川１地区～

七夕・ちょうちん祭り
　８月１０日、下吾川１地区で『七夕・ちょうちん祭り』が

行われました。

　地区住民がそれぞれの願いを込めて飾り付けた笹飾

りで、華やかに彩られた会場では、夜店やカラオケ大会、

笹 飾 り コ ン

テ ス ト な ど

が行われ、多

く の 家 族 連

れ な ど で に

ぎ わ い ま し

た。



くらし
インフォメーション
くらしに役立つさまざまな情報をお伝えします

広報いよし (20)

試
験
案
内

２
等
陸
・
海
・
空
士
募
集

■
募
集
期
間　

９
月
１１
日
㈮
ま
で

■
試
験
日
・
場
所　

《
男
子
》
９
月
１９
日
㈯
、
松
山
大
学

《
女
子
》
９
月
２７
日
㈰
・
２８
日
㈪
の

い
ず
れ
か
１
日
、
陸
上
自
衛
隊
松

山
駐
屯
地

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
愛
媛
地

方
協
力
本
部
松
山
募
集
案
内
所（
☎

９
４
７
ー
３
０
４
０
）

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん

退
職
金
の
準
備
は

　
　
　
　

 

万
全
で
す
か
？

　

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で

働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立

型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

掛
金
助
成
や
税
制
上
の
優
遇
な

ど
、
有
利
な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小

企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部（
☎

０
３
ー
３
４
３
６
ー
０
１
５
１
）

伊
予
警
察
署

９
月
１１
日
は

　
　
　

 

「
警
察
相
談
の
日
」

　

事
件
・
事
故
の
被
害
、
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
少
年

問
題
、
悪
質
商
法
な
ど
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
電
話
相
談
》

警
察
総
合
相
談
電
話

○
＃
９
１
１
０

○
☎
９
３
１
ー
９
１
１
０

○

０
１
２
０
ー
３
１
ー
９
１
１
０

（
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
不
可
）

伊
予
警
察
署　

☎
９
８
２
ー

０
１
１
０

《
出
張
相
談
所
》

■
日
時　

９
月
１１
日
㈮
、
１３
時
～

１５
時

■
場
所　

エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｉ
エ
ミ
フ
ル
ホ
ー
ル

全
国
一
斉
相
談
会

中
小
企
業
の
た
め
の

　
　
　

 

無
料
法
律
相
談
会

■
日
時　

９
月
１７
日
㈭
、
１３
時
～

１５
時　

※
１
回
４０
分
、
予
約
優
先

■
場
所　

愛
媛
弁
護
士
会
館（
松
山

市
三
番
町
４
ー
８
ー
８
）

■
相
談
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

愛
媛

弁
護
士
会（
☎
９
４
１
ー
６
２
７
９
、

９
４
１
ー
４
１
１
０
）

法
の
日

無
料
司
法
書
士
法
律
相
談

所
開
設

■
日
時　

１０
月
１
日
㈭
、
１０
時
～

１５
時

■
場
所　

伊
予
市
市
民
会
館
１
階

会
議
室

■
内
容　

不
動
産
の
相
続
・
売
買
な

ど
の
登
記
に
関
す
る
こ
と
、
供
託

の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
、
訴
訟

手
続
き
に
関
す
る
こ
と
、
公
正
証

書
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

愛
媛
県
司
法
書

士
会（
☎
９
４
１
ー
８
０
６
５
）

松
山
地
方
法
務
局

法
務
局
く
ら
し
の
相
談
所

開
設

■
日
時　

１０
月
４
日
㈰
、
１０
時
～

１５
時

■
場
所　

エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｉ
エ
ミ
フ
ル
ホ
ー
ル

■
内
容　

土
地
・
建
物
・
会
社
等
に

関
す
る
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権

問
題
な
ど
、
法
務
局
で
取
り
扱
う

事
務
全
般
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

■
問
い
合
わ
せ　

松
山
地
方
法
務

局
総
務
課（
☎
９
３
２
ー
０
８
８
８
）

全
国
一
斉
相
談
電
話

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談

■
日
時　

▽
９
月
６
日
㈰
・
１２
日
㈯

　

１０
時
～
１７
時

▽
９
月
７
日
㈪
～
１１
日
㈮

　

８
時
３０
分
～
１９
時

■
相
談
電
話　

０
１
２
０
ー

０
２
５
ー
５
５
０（
Ｉ
Ｐ
電
話
不
可
）

■
内
容　

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人

へ
の
差
別
的
取
扱
い
、
相
続
や
扶

養
問
題
等
、
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る

人
の
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談

※
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守

■
問
い
合
わ
せ　

松
山
地
方
法
務

局（
☎
９
３
２
ー
０
８
８
８
）

イ
ベ
ン
ト

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

え
ひ
め
２
０
０
９

■
日
時　

９
月
２３
日
㈬
、
１１
時
～

１５
時
３０
分

■
場
所　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー（
松
山
市
東
川
町
乙
４４
ー
７
）

■
内
容　

式
典（
１１
時
～
）、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン（
１２
時
～
、
ア
ジ
リ
テ
ィ
ー
、

愛
犬
し
つ
け
方
教
室
、
動
物
の
病
気

相
談
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
ポ
ニ
ー

の
乗
馬
体
験
、
動
物
カ
ー
ド
・
動
物

風
船
作
り
な
ど
）

■
問
い
合
わ
せ　

愛
媛
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー（
☎
９
７
７
ー

９
２
０
０
）

参
加
者
募
集

よ
ん
で
ん
杯
レ
ク
バ
レ
ー

大
会

■
日
時　

１０
月
１８
日
㈰
、
８
時
３０

分
～

■
場
所　

し
お
さ
い
公
園
市
民
体

育
館

■
参
加
資
格　

伊
予
郡
市
在
住
の

社
会
人

■
申
し
込
み　

９
月
２４
日
㈭
ま
で

に
、
四
国
電
力
㈱
伊
予
営
業
所
よ

ん
で
ん
杯
事
務
局（
☎
９
８
２
ー

０
０
９
９
）へ
。

■
抽
選
会　

１０
月
２
日
㈮
、
１９
時
～

■
問
い
合
わ
せ　

体
協
レ
ク
バ

レ
ー
連
盟（
☎
９
８
２
ー
５
７
９
１
）
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広報いよし(21)

《無料人権相談》

○日時　９月８日（火）、１０：００～１５：００

○場所　

　本庁地区　市民会館１階会議室

　中山地区　なかやま農業総合センター

　双海地区　双海保健センター

《心配ごと相談》

○日時・場所　１３：３０～１６：００（祝日と

年末年始は除く）、社会福祉協議会

　伊予事務所　毎月第２・４・５水曜日

　中山事務所　９月１０日（木）

　双海事務所　毎月第２水曜日

○弁護士相談日時・場所（要予約）

　９月２日（水）、１６日（水）、１０月７日（水）、

２１日（水）、１３：３０～１６：００、社会福祉

協議会伊予事務所（☎９８２－０３９３）
《行政相談》

○本庁地区　毎月第２火曜日

　９：００～１５：００　西岡　靖雄さん方

　（☎９８２－６０９２）
○中山地区　毎月１０日

　１０：００～１５：００　仙波　道淳さん方

　（☎９６７－１０２０）
○双海地区　毎月第２火曜日

　９：００～１５：００　山口　隆義さん方

　（☎９８７－０６３０）
《家庭児童相談室》

○ 日時　土・日曜日、祝日、年末年始

を除く毎日、８：３０～１７：００

○相談先　伊予市福祉課内家庭相談員

（☎９８２ー１１１１、内線５５２）
《ＤＶ相談》

○日時　土・日曜日、祝日、年末年始

を除く毎日、８：３０～１７：００

○相談先　伊予市福祉課ＤＶ担当者（☎
９８２－１１１１、内線５３８）

《女性のための相談》

○ 日時　一般相談／火～金曜日、来所

８：３０～１６：３０、電話８：３０～１７：

３０、土・日曜日、８：３０～１６：３０、心

理カウンセリング／第１～第４木

曜日、１３：００～１７：００、法律相談／

第１～第４木曜日、１３：３０～１５：３０

（月曜・祝日・年末年始は休館）　

○場所　愛媛県女性総合センター（松

山市山越町４５０、☎９２６ー１６４４）
《在宅介護支援センター２４時間相談》

○日時　年中無休、２４時間体制

○相談先　社会福祉協議会伊予事務

所☎９８３ー６２２４、伊予あいじゅ
☎９８２ー６６６８、森の園☎９８２ー
７４７４、なかやま幸梅園☎９６７－
０３００、双海夕なぎ荘☎９８６－０１３１

《不動産相談》

○ 日時　毎月１０日（土・日曜日、祝日

の場合は翌日）、１３：００～１５：００

○場所　ふるさと創生館

各種相談 相談無料
秘密厳守

海
難
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

瀬
戸
内
海
・
宇
和
海

海
難
防
止
運
動

　

松
山
海
上
保
安
部
で
は
、
９
月

７
日
㈪
～
１６
日
㈬
に
「
瀬
戸
内
海
・

宇
和
海
海
難
防
止
運
動
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

海
に
出
る
際
は
、
出
航
前
点
検

の
徹
底
、
天
気
予
報
の
確
認
、
携
帯

電
話
な
ど
連
絡
手
段
の
確
保
を
必

ず
行
い
ま
し
ょ
う
。
運
航
中
に
は

見
張
り
の
励
行
や
早
め
の
回
避
動

作
を
と
り
、
決
し
て
無
理
を
し
な

い
で
、
海
難
防
止
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
万
一
の
場
合
に
命
を

守
る
た
め
、
必
ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

松
山
海
上
保
安

部
交
通
課（
☎
９
５
１
ー
０
５
５
３
）

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

体
験
セ
ミ
ナ
ー

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
業
務
紹
介

と
ビ
ジ
ネ
ス
電
話
応
対
の
講
義
を

実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
１５
日
㈫
～
１９
日
㈯
、

１０
時
～
１７
時（
希
望
す
る
１
日
間
の

み
）

■
場
所　

松
山
銀
天
街
Ｇ
Ｅ
Ｔ
！

５
階
Ｌ
Ｅ
Ｃ
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ

ン
ド
松
山
本
校

■
受
講
料　

無
料

■
対
象
者　

就
職
を
希
望
す
る
方

■
定
員　

１
日
に
つ
き
１２
人
程
度

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

８
日
㈫
ま
で
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ（
☎
９
１
３
ー
８
６
８
６
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.ai-

w
ork.jp/

）

９月９日は「救急の日」

救急医療の適切な利用にご協力を

愛
あいきゅう

救１４７運動

愛媛の救急医療を守る１４７万人の県民運動です。

《普段からの心掛け》

・日ごろから「かかりつけ医」を持ちましょう。

・健診などを受け、病気の予防や早期発見に努めましょう。

・家庭で薬を常備しましょう。

《受診にあたって》

・なるべく通常の診療時間内に受診しましょう。

・休日や夜間で比較的症状の軽い方は、在宅当番医や松山市

救患医療センター（☎９２２－１１９９）を利用しましょう。

《休日や夜間の急患の場合、病院や相談は？》

・えひめ医療情報ネット（http://www.qq.pref.ehime.jp/）

・消防署の音声案内サービス（☎９８２－５９５９）

・小児救急医療電話相談（短縮ダイヤル ＃８０００、毎日１９～２３時）

守
り
た
い 

大
切
な
い
の
ち

９
月
１０
日
～
１６
日
は

　
　
　

 

「
自
殺
予
防
週
間
」

　

自
殺
対
策
の
推
進
に
は
、
自
殺

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
る
と
と
も
に
、
自
殺
を
考
え

て
い
る
人
の
心
の
サ
イ
ン
に
気
付

き
、
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
る
国
民

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
大
切

で
す
。

《
自
殺
予
防
の
た
め
に
…
》

○
周
り
の
人
の
悩
み
に
気
付
き
、

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

○
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
促
し
ま
し
ょ
う
。

○
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ

く
り
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
》

い
の
ち
の
電
話（
毎
月
１０
日
）

０
１
２
０
ー
７
３
８
ー
５
５
６



　まなびランド いよ
waku-waku

わく
わく

広報いよし (22)

　とても恥ずかしいことですが、最近手を振っ

てくれた人に謝りたいと思います。

　なぜかというと、一緒にいた仲間から「アン

ドリューは決してあいさつを受け入れないか

ら、きっと冷たいイメージが持たれているな。

Ｓｍｉｌｅ！（笑って！）」と忠告されたからです。

　すべての人がそうだとは言えませんが、私の

出身地のトロントは、人口が多いところなので、

街で知り合いに偶然会うことはほとんどありま

せん。私がそういった経験をしたのは３、４回

しかありません。（なぜかそのうち２回は空港で

したが…。）

　ある程度親しい知り合いなら「オー！ハ

ロー！元気？」とあいさつをしますが、「えー、 この文章は、アンドリューさんが日本語で書いています。

アンドリューの

国 際 交 流 日 記１２
なんでここにいるの…。」と疑問に思う人が少な

くないでしょう。どういうわけか、偶然の出会

いがあるたびに、私はつい、ぎこちなくなって

しまうのです。

　「日本での生活は大変？」とよく聞かれますが、

国際交流員の仲間の間では、「都会から田舎へ

の変転」の方が話題になります。３年前のちょ

うど今ごろ、新宿で働きながら、この国のこと

を随分分かるようになっていましたが、伊予市

でさらなる経験をすることになるとは予想でき

ませんでした。　

　きっと皆さんは「都会の人は冷たい」という評

判を聞いたことがあるでしょう。固定観念を破

るのが好きな私も、このことに関しては、皮肉

にも固定観念に従いました。

Ｗｅｌｃｏｍｅ ｔｏ Ｉｙｏ ｃｉｔｙ！！
本庁地区のＡＬＴとしてチェルシー・スタイト

さんが赴任しました。

出身はどこですか？

　カナダのバンクーバーです。太平洋に面した、

とても大きな都市です。一年中気候が良く、多

くの人がハイキングやサイクリング、スキー、

ヨットなどを楽しみます。

なぜ日本に来ようと思ったのですか？

　日本食が大好きなことと、日本語を上達させ

たかったからです。大阪出身の親友がいて、彼

女が日本行きを応援してくれました。

趣味は何ですか？

　音楽です。ギター、ピアノ、サックス、フルー

トを演奏します。

好きな日本食は？

　たこ焼きとお寿司です。

伊予市の印象は？

　皆さんとても親切で、食べ物もおいしいです。

日本でしたいことは？

　日本語を学び、日本の人に出会い、美しいこ

の国を散策したいです。

伊予市の皆さんに

メッセージを。

　美しいまちに招い

ていただいてありが

とうございます。皆

さんにお会いできる

のを楽しみにしてい

ます。
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〈開館時間〉火～金曜日　９：００～１８：００　土・日曜日　９：００～１７：００

〈９月の休館日〉７日（月）、１４日（月）、２１日（月）～２３日（水）、２８日（月）、３０日（水）

伊予市米湊７６８－２　☎ 983-4051　 983-4353　

《９月の新刊》　

一般書　

■大不況で世界はこう変わる！　榊原 英資

■大人の流儀　川北 義則

■許されざる者 上・下　辻原 登 

児童書

●切り紙昆虫館　今森 光彦

●ジャッキーのおかしブック　あだち なみ 絵

●動物おりがみ教室　山田 勝久  

終 の 住 処　　  

　磯崎 憲一郎

伊予市立図書館だより

流れゆく人生を
覚醒した眼差し
で描く、芥川賞
受賞作

エコでござる

江戸に学ぶ
　　  石川 英輔
江 戸 の 人 々 は、

徹底したむだの

ない生活をして

いた

ビーチバレー９月大会

行事案内
☆お話し会・腹話術《無料》

１２日（土）１０：３０～

絵本、紙芝居、お楽しみパネ

ルシアター

☆子ども映画会《無料》

２６日（土）１５：００～　

ラプンゼルものがたり、ふし

ぎないど、がんばれスイミー

ＨＩＭＥカップ

子どもの悩み相談専用電話
　　　　　　　　 ☎９８２－２６０２

　青少年の非行、いじめ問題等子どもに関する

さまざまな相談に専門の相談員が応じます。

■９月の相談日　２日（水）、４日（金）、７日（月）、

９日（水）、１１日（金）、１４日（月）、１６日（水）、１８日（金）、

２５日（金）、２８日（月）、３０日（水）

■相談受付時間　

８：３０～１７：１５ ※赤字の日は８：３０～１２：００

■問い合わせ　教育委員会社会教育課伊予市

青少年センター（☎９８２－２６０２）

しおさいクリテリウム駅伝大会
第６０回愛媛駅伝予選会

伊予市古文書を読む会

期 日（予定） 会 場（予定）

１１月２９日（日） ふたみ基幹集落センター

１２月２３日（水） なかやま農業総合センター

 １月３１日（日） 伊予市中央公民館

※都合の良い日のみの参加でも構いません。

◆日時　９月１３日（日）受付開始８：３０

◆場所　五色姫海浜公園ビーチバレーコート

◆参加資格　中学生以上の男女

◆参加料　１人１，０００円（高校生以下５００円）

◆種目　①２人制一般男子

　　　　②２人制一般女子

　　　　③４人制（男女制限なし）

◆申込方法　当日、会場で８：５０まで受付

◆問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

◆日時　１０月２５日（日）開会式９：００～

◆コース　しおさい公園周辺７区間

◆参加対象者　①県内在住者（学生を除く）

②競技者は、事前に健康診断を受けておくこと

◆チーム編成　選手７人、補欠２人以内、監督１人、

合計１０人以内で編成

◆申込方法　１０月１日（木）までに所定の用紙に必

要事項を記入し、参加費（１チーム３，０００円）を添え

て下記申込先に持参、又は現金書留で送付。

◆申し込み・問い合わせ　

○伊予市体育協会事務局「しおさいクリテリウム

駅伝」係（〒７９９－３１１３、伊予市米湊７６８－２、☎
９８２－５１５５）

○愛媛新聞社事業部「愛媛駅伝予選会」係（〒７９０－

８５１１、松山市大手町１－１２－１、☎９３５－２３５５）
　伊予市に関係のある古文書を読んで、地域の歴

史について理解を深めませんか。

◆時間　１０：００～１２：００

◆申し込み　申込書に必要事項を記入の上、教育

委員会社会教育課へ。

◆申込受付期間　９月７日（月）～１０月３０日（金）

◆申込書配布場所　伊予市役所、各地域事務所、

各地区公民館、伊予市立図書館、ウェルピア伊予

◆問い合わせ　教育委員会社会教育課（☎９８２－

１１１１、内線７２７、 ９８３－２５５１）
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伊予市保健センター
☎９８３―４０５２

 ９８３―５２９５

双海保健センター
☎９８６―５６６６

９８６―１５３３

中山保健センター（中山地域事務所内）

☎９６７―１１１１
９６７―１１０１

◎は予約が必要です。

※母子手帳を持参。対象月に受けていない人も受診できます。

相談・デイケア

※３か月児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診はお近くの保健センターで受診してください。

※乳児健康診査（２回）は、乳児一般健康診査受診票（出生後、保健センター窓口で発行）を利用して、かかりつけの医療機関で

個別に受診してください。

日　時 場　所

９／１１（金）

９：３０～１５：００

双海保健センター

９／１８（金） 伊予市保健センター

９／２５（金） 中山保健センター

実施保健
センター

日　時 対　象　者 内　容

３か月児健診 伊 予 ９／１５（火）１３：００～１４：００Ｈ２１年５月出生児 身体測定・内科健診

１歳６か月児健診 伊 予 ９／　１（火）１３：００～１４：００Ｈ２０年１・２月出生児 内科・歯科健診

３歳児健診 伊 予 １０／  ６（火）１３：００～１４：００Ｈ１８年８・９月出生児 内科・歯科健診

フッ素塗布 伊 予
９／　１（火）１３：３０～１４：００

６歳までの乳幼児
フッ素・サホライドを１００円で

塗布　※歯ブラシ持参１０／  ６（火）１３：３０～１４：００

育児相談 伊 予 ９／　７（月）
 ９：００～１１：３０

１３：００～１５：３０
乳幼児 身体計測・健康相談

歯科相談 伊 予 ９／　７（月）１３：３０～１５：００ 乳幼児
歯科衛生士による歯科相談

※歯ブラシ持参

◎心理相談 伊 予

９／　１（火）１３：００～１５：００
乳幼児から思春期までの子を持

つ保護者
子育てに関する悩み相談９／　７（月） ９：００～１２：００

１０／  ６（火）１３：００～１５：００

離乳食講座 伊 予 ９／１６（水）１３：００～１５：００ 離乳期の乳児を持つ保護者 離乳食の進め方の説明と試食

◎マザー教室 伊 予

９／１０（木）１０：００～１２：００

妊婦

※母親になる準備をしましょう

妊娠中の生活と妊婦体操

９／２５（金）１０：００～１２：００
妊娠中の栄養・調理実習

※エプロン・実習費２００円

１０／  ８（木）１３：００～１５：００
歯科健診

※歯ブラシ・ハンドタオル

１０／２２（木）１０：００～１２：００ 講演・座談会

１０／２９（木）１０：００～１２：００ 産後の健康と沐浴

◎のびのびクラブ 伊 予
９／１４（月） ９：３０～１１：００

育児不安や悩みを持つ親子 「たのしく遊ぼう」
９／２８（月） ９：３０～１１：００

ちびっこ広場

わくわくデー
中 山 ９／１０（木）１０：００～１１：００ 乳幼児とその保護者 「運動会」

●個別栄養相談（要予約） ●デイケア

◆申し込み　伊予市保健センター

母子保健

Ｈｅａｌｔｈ 
Ｃａｒｅ

日　時 場　所

９／２８（月）

 ９：００～１２：００

１３：３０～１６：００
伊予市保健センター

 ９：００～１２：００ 中山保健センター

◆申し込み　各地区保健センター

 保健センターからのお知らせ

健康ガイド
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休日当番医は２７ページのカレンダーをご覧ください。

健康診査・各種がん検診 ※健診は、３週間前までに保健センターへお申し込みください。

◆対象　生後３か月～９０か月の間に４１日以上の間

隔をあけて２回投与　※母子手帳が必要です。

◆申し込み　前日の正午までに予約してください。

【任意接種】昭和５０～５２年生まれの方も同じ日に有

料（５００円）で接種できます。希望する方は、前日の正

午までに予約してください。

日　時 場　所

１０／１３（火）

１３：３０～１３：５０ 伊予市保健センター１０／２８（水）

１１／１１（水）

１０／ ７（水）１３：３０～１３：５０ 中山保健センター

１０／２６（月）１３：００～１３：３０ 双海保健センター

●麻しん・風しん予防接種

開催日 内　容

９／１１（金）
「知っていますか？女性のこころと体の

変化」

９／１６（水）「健康美を手に入れるエクササイズ」

９／２４（木）「とりたい栄養素を上手にクッキング」

９／２９（火）「アロマでリフレッシュ」

地　

区

月　

日

受
付
時
間

場　

所

基
本
健
診

Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎

前
立
腺
が
ん

肺
Ｃ
Ｔ

結
核
・
肺
が
ん

肺
Ｃ
Ｒ

胃
が
ん

大
腸
が
ん

超
音
波
検
診

子
宮
が
ん

乳
が
ん

骨
粗
し
ょ
う
症

本 庁

１０／ １（木） ８：３０～１０：００ 宮下集会所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０／ ２（金） ８：３０～１０：３０ 伊予市保健センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０／ ８（木）
 ８：３０～１０：００

上野地区公民館
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３：００～１４：００ ○ ○

１０／１８（日） ８：３０～１０：３０ ウェルピア伊予 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１／ ４（水）
 ８：３０～１０：００

伊予市保健センター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３：００～１４：００ ○ ○

１１／１９（木） ８：３０～１０：３０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中 山  ９／２９（火）１３：００～１４：００ 中山保健センター ○ ○

双 海

 ９／２７（日） ８：３０～１０：３０

双海保健センター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０／ ５（月） ８：３０～１０：３０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０／ ７（水）１３：００～１４：００ ○ ○

１０／２２（木） ８：３０～１０：３０ 下灘コミセン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

にこにこ講座予防接種
●ポリオ生ワクチン

　中学１年・高校３年の皆さん、麻しん・風しんの予

防接種はお済みですか。接種対象者には、すでに接

種券を送付しています。まだお済みでない方は、早

めに接種を受けましょう。

《ＭＲ３期》平成８年４月２日～平成９年４月１日

生まれ（中学１年生）

《ＭＲ４期》平成３年４月２日～平成４年４月１日

生まれ（高校３年生相当の年齢の方）

９月は「健康増進普及月間」です
１に運動、２に食事、しっかり禁煙、最後にクスリ

～良い生活習慣は、気持ちがいい！～

　小さなお子さんを持つお母さん、お父さん！皆さ

んで楽しく学びましょう。

日　時 内　容

１０／ １（木）１０：１５～１１：３０「にこにこ子育て」

１０／２１（水）１０：１５～１１：３０「いざという時の応急処置」

１１／ ５（木）１０：１５～１１：３０「親子でニコニコ歯みがき」

１１／２７（金） ９：３０～１２：３０
「にこにこ笑顔で楽しい

食事」

◆対象者　乳幼児期のお子さんを持つ保護者

※お子さんと一緒でも構いません。

※定員（親子２５組）になり次第締切。

◆場所・申し込み　伊予市保健センター

女性の健康教室

　女性が自信を持って、輝いた人生を送るためのお

手伝いをします。心と体のリフレッシュ教室です。

◆時間　１０：００～１２：００

◆対象者　２０～４５歳の女性

※子ども連れの場合は、申し込み時にご相談ください。

※定員（３０人）になり次第締切。

◆場所・申し込み　伊予市保健センター
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生き生き人生　わくわく私

ソフトボール女子Ｕ１６日本代表

さん
（下吾川）

▲女子Ｕ１６日本代表第１次強化合宿（７月１７～２０日）で

　打席に立つ森田選手

　

森
田
歩
さ
ん
は
、
８
月
９
～
１６
日
に

チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
で
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｓ

Ｆ（
イ
ー
ス
ト
ン
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・

ユ
ー
ス
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
）

に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
１６
歳
以
下
の
日

本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
今

年
の
７
月
か
ら
は
、
済
美
高
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
日
々

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

「
８
歳
の
と
き
、
友
だ
ち
の
誘
い
で
、

バ
ン
ビ
ー
ズ（
市
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
）に
入
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
が
好
き
に
な
り
、
練
習
の
な
い

日
に
は
、
父
の
指
導
の
も
と
、
自
宅
の
庭

で
ト
ス
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
ま
し

た
。」

　

小
学
５
年
生
で
は
、
全
国
大
会
ベ
ス
ト

８
。
中
学
生
時
代
に
も
、
全
国
大
会
出
場

と
輝
か
し
い
成
績
を
残
す
森
田
さ
ん
。

　

済
美
高
校
に
進
学
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
に
入
部
し
ま
し
た
。

　
「
平
日
は
、
３
時
間
。
土
・
日
曜
日
は
、

５
時
間
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
、
ア
ッ
プ
と
呼
ば
れ
て
い
る
ス
ト

レ
ッ
チ
と
筋
ト
レ
を
兼
ね
た
練
習
が
か

な
り
バ
テ
ま
す
。
１
年
生
の
こ
ろ
は
、
そ

れ
だ
け
で
下
半
身
が
ガ
ク
ガ
ク
に
な
り

ま
す
。」

　

「
部
活
の
練
習
以
外
に
も
、
家
族
の
休

み
が
あ
う
日
に
は
、
新
川
シ
ー
サ
イ
ド

公
園
で
、
父
が
バ
ッ
タ
ー
。
母
が
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
。
妹
と
私
が
守
備
で
ノ
ッ
ク
を

し
て
い
ま
す
。」

　

日
ご
ろ
の
努
力
が
実
を
結
び
、
高
校
１

年
生
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
な
ど
を
果
た
し
て
い
る

森
田
さ
ん
は
、
今
年
の
４
月
、
監
督
の
助

言
も
あ
り
、
全
日
本
代
表（
１６
歳
以
下
）の

選
考
会
に
参
加
し
、
そ
の
１
か
月
後
、
日

本
代
表
に
選
ば
れ
た
と
い
う
連
絡
が
入

り
ま
し
た
。

　

「
選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
正
直
ビ
ッ
ク
リ
と
い
う
気
持
ち
と

う
れ
し
い
気
持
ち
で
し
た
。」

　

７
月
に
は
、
日
本
代
表
強
化
合
宿
が
行

わ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
１７
人
は
、
８

月
に
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に

向
け
て
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
合
宿
初
日
は
、
会
話
も
あ
ま
り
な
く

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
が
経

つ
に
連
れ
て
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
３

日
目
に
行
わ
れ
た
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
部
リ
ー
グ
の
ト
ヨ
タ
と
の
試
合
で
は
、

大
差
で
負
け
ま
し
た
が
、
合
宿
最
終
日
の

デ
ン
ソ
ー
と
の
試
合
で
は
、
チ
ー
ム
プ

レ
ー
も
上
達
し
、
０
対
０
と
満
足
い
く
試

合
が
で
き
ま
し
た
。」

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん

の
友
だ
ち
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た
、
礼
儀

を
学
べ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
い
う
森
田

さ
ん
は
、
部
活
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、

ま
た
、
Ｕ
１６
日
本
代
表
と
し
て
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
始
め
た
頃
に
感
じ
た
大
好
き

だ
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
飛

躍
し
続
け
ま
す
。



９月のカレンダー
日 曜 行　　　　　事

１ 火 二百十日、防災の日
２ 水
３ 木
４ 金

５ 土
下灘ぴちぴち鱧まつり（１０時～）しもなだ運動公園
夕焼けプラットホームコンサート（１７時～）ＪＲ下灘駅

６ 日
北山潮風運動会（１３時～）伊予市民体育館

㊩上岡医院☎９８２－６８６８
７ 月 白露

８ 火

無料人権相談
　本庁地区（１０時～）伊予市市民会館
　中山地区（１０時～）なかやま農業総合センター
　双海地区（１０時～）双海保健センター

９ 水 救急の日
１０ 木
１１ 金 二百二十日
１２ 土

１３ 日
世界の法の日　　　㊩敬史整形外科☎９４６－７７７０
ＨＩＭＥカップビーチバレー９月大会

（８時３０分～）五色姫海浜公園
１４ 月
１５ 火
１６ 水
１７ 木
１８ 金
１９ 土 子規忌
２０ 日 彼岸入り、空の日　  ㊩増田泌尿器科☎９８３－６６６６

２１ 月
敬老の日

㊩たなか消化器科クリニック☎９８２－７３３３
２２ 火 国民の休日　　　　　　㊩伊予病院☎９８３－２２２２

２３ 水
秋分の日、彼岸中日
なかやま栗まつり（１０時～）栗の里公園

㊩谷口耳鼻咽喉科☎９８３－１４３３
２４ 木
２５ 金
２６ 土 彼岸明け

２７ 日

市税等納付窓口開設（８時３０分～１７時）税務課窓口
郡中地区市民運動会（８時３０分～）郡中小グラウンド
上灘地区市民体育祭（８時３０分～）潮風ふれあい公園
佐礼谷秋季大運動会（９時～）佐礼谷小グラウンド

㊩本宮眼科クリニック☎９８２－１４４１
２８ 月
２９ 火
３０ 水
１０/１ 木 法の日
２ 金
３ 土 十五夜

４ 日

里親デー
コミュニティ大運動会（９時～）南山小グラウンド
永木地区大運動会（９時～）永木グラウンド

㊩こにし心療クリニック☎９８３－５６７８

広報いよし(27)

㊩休日当番医（９時～１７時、要予約）

イベント情報

第
２２
回

な
か
や
ま
栗
ま
つ
り

■
日
時  
９
月
２３
日
㈬

■
場
所  

栗
の
里
公
園 

野
外
音
楽

広
場

■
主
な
内
容
・
時
間

○
栗
ひ
ろ
い
大
会

（
１０
時
～
／
１２
時
４０
分
～
）

○
栗
イ
ガ
風
船
わ
り

（
１１
時
～
／
１３
時
４０
分
～
）

○
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ダ
ブ
ル
シ
ョ
ー

（
１１
時
３０
分
～
／
１４
時
～
）

○
八
代
亜
紀
シ
ョ
ー

（
１２
時
３０
分
～
／
１５
時
１０
分
～
）

○
栗
＆
も
ち
ま
き
大
会

（
１５
時
５０
分
～
）

○
そ
の
他

・
出
店
バ
ザ
ー（
栗
す
し
、
栗
お
こ

わ
、
栗
ケ
ー
キ
な
ど
）

・
栗
の
直
売

・
栗
の
品
評
会
＆
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

・
焼
き
栗
、
ゆ
で
栗
試
食

地上デジタル放送を見るための

簡易なチューナー給付などの支

援について

　総務省では、ＮＨＫ受信料全額免除世帯に対して、

地上デジタル放送を見るための簡易なチューナーを

無償給付するなどの支援を行います。

　支援開始は、平成２１年秋以降を予定しています。

　具体的な申し込み・受付開始時期は、準備が整い

次第改めてお知らせします。

※支援の申し込みには、ＮＨＫと受信契約を結び、全額免

除の適用を受けることが必要です。早めに契約手続き

をお願いします。

※支援は現物給付です。自分で購入したチューナー、ア

ンテナ等の精算はできません。

■問い合わせ　総務省地デジコールセンター
☎０５７０－０７－０１０１

※
雨
天
の
場
合
は
、
な
か
や
ま
農
業
総

合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
、
仮
面
ラ

イ
ダ
ー
ダ
ブ
ル
シ
ョ
ー
と
八
代
亜
紀

シ
ョ
ー
の
み
を
実
施
し
ま
す
。（
当
日

整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ　

中
山
地
域
事

務
所
地
域
振
興
課（
☎
９
６
７
ー

１
１
１
１
）

下
灘
ぴ
ち
ぴ
ち
鱧は

も

ま
つ
り

＆

夕
焼
け
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト

■
日
程　

９
月
５
日
㈯

■
内
容
・
時
間
・
場
所

○
鱧
ま
つ
り（
１０
時
～
、
し
も
な

だ
運
動
公
園
）

・
漁
師
レ
ス
ト
ラ
ン

・
鱧
の
骨
切
り
体
験

・
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー

・
下
灘
地
域
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー

・
新
鮮
な
魚
介
類
・
特
産
品
販
売

・
ア
カ
ペ
ラ
＆
ハ
ー
モ
ニ
カ 

な
ど

○
夕
焼
け
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
コ
ン

サ
ー
ト（
１７
時
～
、
Ｊ
Ｒ
下
灘
駅
）

・
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ラ
イ
ブ

　

城 

南
海（
キ
ズ
キ 

ミ
ナ
ミ
）

・
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

ラ
イ
ブ（
２
組
） 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

下
灘
ぴ
ち
ぴ
ち

鱧
ま
つ
り（
行
政
改
革
・
政
策
推

進
室
、
☎
９
８
２
ー
１
１
１
１
）

○
夕
焼
け
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
コ
ン

サ
ー
ト（
双
海
地
域
事
務
所
地
域

振
興
課
、
☎
９
８
６
ー
１
１
１
１
）
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広
報 

い
よ
し　

９
月
号

編
集
・
発
行　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課

印
刷　
　
　
　

明
星
印
刷
工
業
㈱

問
い
合
わ
せ　

伊
予
市
総
務
部
総
務
課
広
報
広
聴
担
当

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
ー
９
８
２
ー
１
１
１
１

広　告広　告

▲『紙芝居』（昭和３０年ごろ、双海町上灘のＪＲ鉄橋下）

　「紙芝居のおじさん」が自転車に紙芝居と水あめなど

の駄菓子を積んでやってきました。各家庭にテレビが

なかったこの時代、子どもたちはおじさんの紙芝居を手

に汗握って、聞き入ったものでした。

写真提供：井上敬一郎さん（双海町上灘）

レ ト ロ 写 真 館

▲『寿楽座』（昭和３０年ごろ、灘町）

　「寿楽座」は、大正５年に郡中灘町につくられ

た芝居小屋で、当時、町の人々は「じょうごや」

と呼んでいました。屋上には太鼓を叩くやぐら

があり、場内には桟敷席や花道、回り舞台が備

えられていました。昭和２０年代後半からは、映

画上映に切り替えられました。

写真提供：伊予市立図書館

　         『仮装行列』    （昭和３０年、中山中学校グラウンド）

　高度経済成長期には、仮装行列が流行しまし

た。当時は、小・中学校をはじめ、婦人会や一般

町民も参加して町民大運動会が開催され、泉町

１丁目の一行は「揺り籠から墓場まで」の人生行

路をイメージした仮装行列に参加し、多くの喝

采をあびました。

写真提供：平澤アツ子さん（中山町中山）

▲
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